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1、 組織概要

１、事業者名 有限会社東海パッケージ

２、代表者名 澤野　匡男　（サワノ　タダオ）

３、所在地

名称 所在地 延床面積 備考

本社・工場 静岡県駿東郡清水町1572－1 300㎡ 今回の認証対象

４、環境管理責任者、事務担当者の氏名及び連絡先

環境管理責任者　木内　博己 TEL 055－932－7828

連絡担当者　奥村　学 FAX 055－932－7825

E-mail mokumura@tsawano.co.jp

５、事業概要

包装梱包資材及び梱包機器販売　樹脂類及びゴム類設計販売

ポリエチレン袋・シート加工製造

６、従業員数

8人

７、事業規模

　 ①法人設立 1983年4月1日

②事業規模

　活動規模 単位 2019年 2020年 2021年

売上高 千円 222,253 200,028 189,459

総面積 ㎡ 300㎡ 300㎡ 300㎡

延面積 ㎡ 198.34㎡ 198.34㎡ 198.34㎡

８、事業年度

4月1日～翌年3月31日

９、レポート運用期間及び発行日

環境経営レポート運用期間　　2021年4月1日～2022年3月31日

環境経営レポート発行日　　　2022年5月20日

10、対象範囲

活動 包装梱包資材及び梱包機器販売　　樹脂類及びゴム類設計販売

ポリエチレン袋・シート加工製造

対象組織 本社・工場
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２、 環境経営方針

環境理念

当社、有限会社東海パッケージは、経営理念、経営方針に基づき、本業である梱包資材の製造、設計、配送、

販売までの業務を通じて、地球温暖化問題への取り組みや地域の環境活動に自主的・積極的に取り組みます。

従業員一同が、製造から顧客先に届くまでに何が一番効率よく提供できるかを常に考えることによって

無駄なくすことを一番の環境対策としています。

また、地域の環境活動に自主的、積極的に取り組むことによって地域の環境も一体となって考えていきます。

基本方針

当社は環境理念に基づき、以下の基本方針を定め、環境経営の継続的な改善を行います。

１、CO₂削減の為の省エネ活動を継続的に行い、環境経営に繋げます。

２、環境関連法規制等の遵守します。

３、水資源を有効活用し、節水に努めることを継続的に行っていきます。

４、環境に配慮した製造活動を継続に行っていき随時改善を図っていきます。

　　（ポリエチレン、ポリプロピレンの削減、有効活用）

５、社内、社外に環境レポートを公開し、利害関係者のみならず地域社会とのより良い

　　コミュニケーションを図っていきます。

６、社内においては、全従業員に環境経営方針を周知徹底し、全社員参加による取り組みを目指します。

制定年月日　2019年8月1日

改定年月日　2020年5月31日

有限会社　東海パッケージ

代表取締役　澤野　匡男
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作成日 2019年8月1日

作成者 奥村　学

関係者の役割と権限

社長

①　環境経営全般に関する責任と権限

②　環境管理責任者の任命

③　環境経営に必要な資源の準備

④　環境経営システム全体の評価と見直し

環境管理責任者

①　環境システム全般の運用・管理

②　環境経営目標及び環境経営計画の作成

③　取組状況の社長への報告

④　環境経営レポートの作成

EA21事務局

①　環境負荷データーの集計

②　環境経営目標・環境経営計画の進行管理

③　「環境負荷」及び「環境への取り組み」の自己チェックの実施

④　環境管理責任者へ取組状況の報告

⑤　環境関連法規等の遵守状況チェック

⑥　文書・記録の管理

各部門長

①　部門の環境経営計画の実施

②　部門データーの集計

③　部門の問題点把握と是正対策の実施

④　部門取組状況の事務局への報告

⑤　部門従業員の教育

その他従業員

①　自分の役割を守りエコアクション21活動を推進する。

３、実施体制

奥村　学

営業部

川口　強

経理部

芹澤　美智子

製造部

澤入　美智子

代表取締役社長

澤野　匡男

環境管理責任者（社長）

木内　博己

EA21事務局
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４、環境経営目標
運用期間（2021年4月1日～2022 年3月31日)の環境目標

基準期間

2018年４月～

2019年3月

基準値 目標削減率 目標値

kg－CO₂ 25,561.0 -3% 24,794.2

電力（三相） kwh 905.0 -3% 877.9

電力（単相） kwh 9,859.0 -3% 9,563.3

ガソリン L 1,718.0 -3% 1,666.5

軽油 L 6,406.0 -3% 6,213.8

プロパンガス kg 24.4 -3% 23.7

一般廃棄物排出量 kg 0.0 -3%

産業廃棄物排出量 ｋｇ 126.0 -3% 122.2

水使用量 ㎥ 183.0 -3% 177.5

化学物質使用量 kg

環境に配慮した製品づくり 件 現状把握 現状把握

2、中長期環境目標

基準年度

2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

2018年4月～ 2020年４月～ 2021年４月～ 2022年４月～ 2023年４月～

2019年3月 2021年3月 2022年3月 2023年3月 2024年3月

kg－CO₂ 25,561.0 -2% -3% -4% -5%

電力（三相） kwh 905.0 -2% -3% -4% -5%

電力（単相） kwh 9,859.0 -2% -3% -4% -5%

ガソリン L 1,718.0 -2% -3% -4% -5%

軽油 L 6,406.0 -2% -3% -4% -5%

プロパンガス kg 24.4 -2% -3% -4% -5%

産業廃棄物 ｔ 0.0 -2% -3% -4% -5%

一般廃棄物 kg 126.0 -2% -3% -4% -5%

水道使用量の削減 ㎥ 183.0 -2% -3% -4% -5%

環境に配慮した製品作り 件 現状把握 現状把握 現状把握 目標の設定 1件

「購入電力」の二酸化炭素排出係数は東京電力（2017年度）調整後排出係数の0.462kgーCo₂/kwhを使用した。

二酸化炭素排出量

内訳

廃棄物

単位項目

目標年度

運用期間

2021年4月～

2022年3月

内訳

廃棄物

二酸化炭素排出量

単位項目
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4月 8月 12月

消灯の徹底

全照明器具LEDに交換

電子安定器の取り付け

明るさ向上フィルムの貼り付け

遮光対策

クールビズ、ウオームビズ実施

エアコン設定温度27度、冬季20度に設定

エアコンフィルター交換　夏前、冬前　2回/年

インパルス等の機械のこまめな電源OFF

天井間引き

高効率照明採用

製造工程の見直し

ごみの分別

冷蔵庫の保冷対策

パソコンのこまめな電源OFF

効率の良い原材料裁断

エコドライブ

エコ設備

日常・定期点検の実施

省エネ車導入検討

排ガス対応車の導入検討

LPG 湯沸かし器 芹澤 使用時間規制

トイレに「音姫」の設置

節水こまの取り付け

水漏れ点検実施

洗車時の節水

コピー用紙の両面使用

封筒などの再利用

段ボール、古紙の再利用

ポリエチレンの再利用

段ボール、古紙の再利用

ポリエチレンの再利用

アルミ袋材料の再利用

リサイクルの推進 木内

水使用量の削減 大橋

廃棄物の削減 奥村

ガソリン

軽油

二酸化炭素

の削減

目標 区分 項目

照明

空調

購入電力

工場

乗用車

トラック
川口

責任者 活動項目

芹澤

芹澤

５、環境経営計画に基づき実施した取組内容

運用期間：2021年４月～2022年３月

澤入

その他 芹澤

スケジュール
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①運用期間（2021年４月1日～2022年3月31日）の環境目標の実績　

基準期間

2018年4月
〜

2019年3月

基準値
目標
削減率

目標値
実績

削減率
実績値 評価

㎏-CO2 25,561.0 -3% 24,794.2 0.0% 25,570.7 ✖

kWh 905.0 -3% 877.9 11.2% 1,007.0 ✖

kWh 9,859.0 -3% 9,563.3 -7.5% 9,116.0 〇

L 1,718.0 -3% 1,666.5 185.0% 3,180.0 ✖

L 6,406.0 -3% 6,213.8 -18.7% 5,207.9 〇

kg 24.4 -3% 23.7 6.1% 25.9 ✖

産業廃棄物 t 0.0

一般廃棄物 kg 126.0 -3% 122.2 -7.6% 116.4 〇

㎥ 183.0 -3% 177.5 -10.9% 163.0 〇

kg

件

＜備考＞目標値は１２か月の結果である。実績値は1年間の結果であるため毎月ごとの平均にて結果を算出。

＜評　価＞
原因

是正

原因

是正

原因

是正

原因

是正

②次年度の環境経営目標 変更なし

電力
コロナにより減少していた仕事量が増加したため。

こまめなスイッチ切替を行う。

プロパンガス
コロナ影響により従業員の手洗いうがいが増加したため。

今後の手洗い、うがいは増加していく。

ガソリン増加が大きい。ハイブリット車1台増加

急発進やアイドリングストップを心掛ける。
二酸化炭素の排出量

コロナの為に県内顧客周りが増加したたため。

リモート会議を増やし、公共交通機関を使う。

内訳

電力（三相）

電力(単相）

ガソリン

軽油

プロパンガス（LPG）

廃棄物排出量

水使用量

化学物質使用量

環境に配慮した製品づくり

ガソリン

二酸化炭素排出量

６、環境経営目標の実績・取組結果並びに次年度の環境経営目標

項目 単位

運用期間

2021年4月1日
〜

2022年3月31日
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（運用期間：2021年４月1日～2022年３月31日）

責任者 評価 コメント 今後（次年度）の取組内容

消灯の徹底 〇

全照明器具LEDに交換 △ 一部LEDに交換済

電子安定器の取り付け △ 一部取り付けている

明るさ工場フィルムの貼り付け △ 一部取り付けている

遮光対策 〇

クールビズ、ウォームビズ実施 〇

エアコン設定温度27度、冬季20度に設定 〇

エアコンフィルター交換夏前、冬前2回/年 〇

インパルス等の機械のこまめな電源OFF 〇

天井間引き 〇

高効率照明採用 〇

製造工程の見直し 〇

ごみの分別 〇

冷蔵庫の保冷対策 〇

パソコンのこまめな電源OFF 〇

効率の良い原材料裁断 〇

エコドライブ 〇

エコ設備 〇

日常・定期点検の実施 〇

省エネ車導入の検討 △ 一部営業車導入

排ガス対応車の導入検討 △ 一部の車で導入

LPG 給湯器 使用時間に規制 芹澤 〇

トイレに音姫設置 〇

節水コマの取り付け 〇

水漏れ点検の実施 〇

洗車時の節水 〇

コピー用紙の両面使用 〇

封筒の再利用 〇

段ボール、古紙の再利用 〇

ポリエチレンの再利用 〇

段ボール、古紙の再利用 〇

ポリエチレンの再利用 〇

アルミ袋材料の再利用 〇

７、環境経営計画の取組結果とその評価、及び次年度の環境経営計画

環境活動項目

そ

の

他

購

入

電

力

空

調

工

場

機

器

奧村

芹澤

澤入

芹澤

ガ

ソ

リ

ン

・

軽

油

乗用

車

ト

ラッ

ク

水使用量の削減

廃棄物の削減

リサイクルの推進

二

酸

化

炭

素

の

削

減

照

明

川口

大橋

奧村

木内

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続
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　８、当社の取組

清掃の様子
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９，
環
境
関

１． 環境関連法規等の遵守状況

当社に適用される環境関連法規等の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

評価日　2022年5月20日

評価者　環境管理責任者　奥村　学

条項 遵守事項または規制基準 当社の適用及び対応 遵守結果

第5条 規制基準値の遵守 騒音の測定（市及び自主検査） 該当なし

第6条 特定施設の届出 コンプレッサー：3台 該当なし

第8条 特定施設の数等の変更の届出 変更無し 該当なし

第5条 規制基準値の遵守 騒音の測定（市及び自主検査） 該当なし

第6条 特定施設の届出 金属加工機械(液圧プレス） 該当なし

第8条 特定施設の変更等の届出 届出内容の変更無し 該当なし

第10条 浄化槽の保守点検及び清掃に実施 保守点検及び定期清掃の実施 該当なし

第10条の2 浄化槽の使用開始報告書の提出 使用開始から30日以内に県知事へ提出 該当なし

第11条 指定検査機関による水質に関する検査の実施 法定検査の実施（１回／年） 該当なし

第6条の2第6項 一般廃棄物の収集運搬業者への委託処理 市条例の収集・処理基準の遵守 ○

第12条第2項 産業廃棄物の適正保管 保管基準の遵守、保管場所の表示 ○

第12条第5項 産業廃棄物の委託処理 収集運搬及び処分許可業者への委託 ○

第12条第6項 運搬又は処分を委託する場合の処理基準の遵守 処理業者と契約契約書の締結 ○

第12条の3第１項 マニフェストの交付 ○

第12条の3第2項 マニフェストの保管 Ａ票、5年間保管 ○

第12条の3第6項 マニフェストの保管 B2、D、E票の5年間保管 ○

第12条の3第7項 マニフェスト交付状況の知事報告 6/30までに報告書提出 ○

第12条の3第8項 管理票写しの送付がない時の適切な措置の実施 運搬又は処分業者からのD,E票の期間内返却 ○

第9条の4 少量危険物 及び指定可燃物の貯蔵及び取扱基準
・市町村条例で定める

・指定可燃物：紙屑、プラスチック類等
○

第11条 指定数量以上の危険物保管の届出 指定数量以上の危険物の保管の消防署への届出 ○

第13条 危険物の取扱作業に関して保安の監督 危険物取扱者の設置 ○

第17条の3 消防用設備等の点検及び報告 消火設備の定期点検 ○

家電リサイクル法（特定家庭用機

器再商品化法）
第6条

特定家庭用機器廃棄物の収集・運搬をする者等への適
切な引き渡し、料金の支払

指定家電廃棄時のサイクル料金の支払 該当なし

第8条 使用済自動車の引渡義務

第73条 使用済自動車の引き取り業者への引き渡し リサイクル料金の支払（廃車時）

省エネ法（エネルギーの使用の合

理化に関する法律）
第4条

エネルギー使用量の合計が１，５００Ｌ／年以上の

事業者は届出
エネルギー使用量（原油換算地）の把握 該当なし

第16条

冷凍空調機器：全ての第一種特定機器が対象
①自身での「簡易点検(３ヶ月に１回以上)」実施
電動機定格出力に応じ有資格者による「定期点検」
②空調機（50kW以上）１年に１回以上
③空調機（7.5kW～50kW未満）３年に１回以上
④冷凍冷蔵機器（7.5kW以上）１年に１回以上

①企業・法人の管理者が確認

②、③、④
　有資格者による定期点検実施

○

第41条 第1種特定製品廃棄等実施者の引渡義務
製品管理者のフロン類回収業者へのフロン類の引
き渡し義務
簡易点検の実施（３ヶ月に１度）

○

第52条 騒音基準の遵守義務 ○

第53条 騒音特定施設の届出 空気圧縮機（原動機の定格出力が4kw) ○

第55条 騒音特定施設変更の届出 該当なし

第79条 振動基準の遵守義務 ○

第80条 振動特定施設の届出 金属加工機械(液圧プレス） ○

第82条 振動特定施設の変更等の届出 該当なし

第82条 産業廃棄物管理責任者の設置 ○

第10条 委託先の実地確認と記録の保存 現地確認記録の保管 ○

環境基本法 第8条 自主努力義務、行政への協力 EA21の取組 ○

地球温暖化対策推進法 第5条 自主努力義務、行政への協力 EA21の取組 ○

循環型社会形成推進基本法 第11条 廃棄物の３R及び適正処理の推進 廃棄物の分別、行政への協力 ○

リサイクル法（資源の有効な利用

の促進に関する法律）
第4条 指定再資源化製品のリサイクルへの協力（適正廃棄） パソコン、小型二次電池等の廃棄時 該当なし

グリーン購入法（国等による環境

物品等の調達の推進等に関する法

律）

第5条 事業者の責務（国等の施策への協力等）
物品の購入、借り受け等する場合の環境物品等の
選択

○

２． 違反、訴訟等の有無

　　　 当社に対し関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟は過去３年間ありませんでした。

９，　環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無

９，　環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無

法律・条例

義務

法令

騒音規制法

振動規制法

浄化槽法

廃棄物処理法（廃棄物の処理及び

清掃に関する法律）

消防法

責務
・

努力
法令

自動車リサイクル法（使用済自動

車の再資源化等に関する法律）
該当なし

フロン排出抑制法（フロン類の使

用の合理化及び管理の適正化に関

する法律）

静岡県条例

静岡県生活環境の保全等に関する
条例

静岡県産業廃棄物の適正な処理に
関する条例
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１０、 代表者による全体の評価と見直し指示

2021年4月１日～2022 年3月31日までの1年間の取組について環境方針、環境経営目標及び

環境経営計画、実施体制を含めた実施状況等について評価を行った。

2021年度ガソリンについては、コロナ関連グッズやコロナ商品問い合せに伴う仕入れ先と

の打合せや、営業活動が増加したことにより基準値を上回る結果となってしまった。

　今後、工場内、事務所にも明るさ向上フィルムを取り付け二酸化炭素排出量削減に努める

とともに、営業活動の効率化やリモートでの商談（非接触営業）を増加させていく。

実施体制については、環境責任者を通し、各自の役割・責任及び権限を全従業員に再度周知

し、エコアクション21の取組が企業経営者のみならず、個々の従業員にとっても有意義な

ものとなるように徹底する。

2022年5月20日

有限会社　東海パッケージ

代表取締役　澤野　匡男
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